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２. 集落市街地における住民意向（市民アンケート） 

（１）調査概要 

◯調査の目的 

府中市では、これまで各種計画策定にあたってアンケート等を通し、特に府中市が都市

計画マスタープランの中で「生活中心街」と位置づけている市中心部のまちづくりに関す

る実態の把握に努めてきました。 

今回、立地適正化計画において、市中心部以外の集落部についても任意の計画として位

置づけていくにあたり、生活の実態や意向を把握するためにアンケート調査を実施しまし

た。 

 

◯調査地域： 

 

旧上下町、河面町、河佐町、久佐町、 

諸毛町、小国町、阿字町、木野山町、 

行縢町、斗升町、本山町、上山町、 

荒谷町、三郎丸町、篠根町、父石町、 

僧殿町、河南町、栗柄町、用土町、土生町   

 

 

 

◯調査方法 

無作為に抽出した満 20歳以上の男女 1000人に調査票を発送 

 

◯調査期間 

平成 28年 9月～10月 

 

◯調査項目 

・居住期間、転居・転入の状況、居住継続意向、別居家族の状況、子育て・教育環境、交

通手段、コミュニティ活動、公民館・集会所の利用状況、暮らしの満足度など 

 

◯回収状況 

 

 

  

配布数 1000 部 

回収数 463 部 

回収率 46.3％ 

上下都市計画区域

府中都市計画区域

上下都市計画区域

府中都市計画区域
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◯回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯調査結果の概要 

・世代別では、若い世代ほど、現在の暮らしに不満を抱いている人の割合が高く、将来の

転居・転出を考えている人が多い傾向となっていました。 

・そのような中、子育て環境については、親や地域との良好な関係により子育てしやすい

と考える意見がある一方で、小児医療や子どもの通学手段に不満を持っているとの回答

が、みられました。 

 

・転居・転出をする場合の候補地としては、市内では、高木町・中須町周辺、市外では福

山市が多く挙げられていました。 

 

・運転できない家族の買い物等における移動手段は、「家族が運転する車」が多く、外出

頻度については、「週 2～3回」が多く挙げられていました。 

 

・コミュニティ活動については、冠婚葬祭や祭りといったイベントを中心に、声掛けや安

否確認、送迎・乗合せといった日常生活での助け合いも一定数見られました。 

・自治会活動における問題として、「参加者の減少、高齢化」「野生動物による農業被害」

が多く挙げられていました。 

 

・公民館・集会所の利用については、「寄合」「祭等の行事」での利用が多く、利用頻度は

「年数回」が多い状況となっていました。  

47%

49%

5%

性別

男性

女性

無回答

5%
6%

8%

14%

22%

27%

14%

4%

年齢

20代

30代

40代

50代

60代

70代

2%

9%

23%

3%
7%

14%
1%

36%

2%
4%

職業

自営業（農林水産業）

自営業（農林水産業以外）

会社員・会社役員

公務員・団体職員

パート・アルバイト

家事専業

学 生

無 職

その他

無回答

12%

29%

19%

21%

15%

2% 1%

世帯構成

一人暮らし

夫婦世帯

親と同居

子どもと同居

三世代又はそれ以上の世帯

その他

無回答
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（２）調査結果 

①居住期間について 

・15年以上前に転居・転入してきた人が多い状況となっています。 

 

 

②転居・転入の状況について 

・市内での転居・転入を経て居住している方が多い状況となっています。 

 

 

  

157

242

42

17

0 50 100 150 200 250 300

生まれたときから住んでいる

15年以上前に転居・転入

5～14年前に転居て・転入

転居・転入して5年未満

居住期間（n=458）

147

98

38

0 20 40 60 80 100 120 140 160

府中市内の別の地区からの転居

県内の他の市町村から転入

県外から転入

転居・転入前の居住地（n=283）

（回答数） 

（回答数） 
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・結婚をきっかけとした転居が多い状況となっています。 

 

 

・転居・転入時の気持ちとしては、20～30代において「どちらかというと仕方がなく転居

した」「仕方がなく転居した」と回答する傾向が強まっています。 

 

  

101

11

1

6

9

10

37

9

76

11

23

0 20 40 60 80 100 120

結婚のため

ご自身の就職、転勤のため

ご自身の学校の関係

配偶者など家族の就職、転勤のため

子ども等家族の学校の関係

ご自身や家族の職場の近隣へ転居

親の介護や親と同居など両親（又は祖父母）の事情

子どもと同居など親以外の家族の事情

住宅取得の関係

移住

その他

転居・転入のきっかけ（n=294）

3

34

29

2

17

9

7

41

33

7

29

28

6

15

15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

転居・転入時の心境（年齢別,n=275）

転居・転入したかった どちらかといえば、転居したかった

どちらともいえない どちらかといえば、仕方なく転居した

仕方なく転居した

（回答数） 
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③居住継続意向について 

・回答者全体では住み続けたい人が多い一方で、20～30代については、他の世代に比べて、

「今後転居・転出するかもしれない」「転居・転出したい」の割合が高くなっています。 

 

 

・住み続けたい理由としては、「住み慣れている」が最も多く、続いて「緑や自然が豊か」

「実家のため」「自然災害の危険性が低い」が多く挙げられています。 

 

18人

135人

155人

20人

38人

16人

12人

20人

13人

1人

5人

2人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

居住継続意向（年齢別,n=435）

現在の地区に住み続けたい

できれば住み続けたいが、今後転居・転出するかもしれない

転居・転出したい

その他

285

135

19

11

20

9

1

2

10

50

96

11

21

45

42

106

1

17

0 50 100 150 200 250 300

住み慣れている

緑や自然が豊か

歴史や文化等への誇り、愛着

公共交通の利便性が良い

買い物が便利

通勤・通学が便利

医療・福祉サービスが充実

文化施設等の公共施設が充実

子育て環境が良い

治安が良い

自然災害の危険性が低い

道路などの生活基盤が良い

家賃が安い、家や土地が広いなど住宅に満足

隣近所のつきあいが活発

親類や知人が多く住んでいる

実家のため

職場の環境に満足

その他

住み続けたい理由（n＝881,複数回答）

（回答数） 
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・転居・転出したい、転居・転出するかもしれない理由としては、「買い物が不便」「老後が

不安」「公共交通が不便」が多く挙げられています。 

・年齢別では、70代以上で上記 3つの理由の占める割合が高くなっています。 

 
 

 

55

2

1

53

66

16

37

4

6

1

19

13

11

12

22

14

11

11

0 10 20 30 40 50 60 70

老後が不安

緑や自然が荒れている

歴史や文化が乏しい

公共交通が不便

買い物が不便

通勤・通学が不便

医療・福祉サービスが不十分

文化施設等の公共施設が不十分

子育て環境が良くない

治安が悪い

自然災害の危険性が高い

道路が狭い、管理が不行き届き

住宅に不満

隣近所のつきあいが煩わしい

人が減り、活気が失われている

親族との同居

転勤や転職を考えている

その他

転居・転出したい、転居・転出するかもしれない理由（n=354）

8

28

17

2

1

11

25

16

15

33

17

10

6

6

20

10

1

2

3

31

5

7

7

3

6

3

2

9

3

5

4

5

11

5

1

8

4

9

1

5

4

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

転居・転出したい、転居・転出するかもしれない理由（年齢別）

老後が不安 緑や自然が荒れている

歴史や文化が乏しい 公共交通が不便

買い物が不便 通勤・通学が不便

医療・福祉サービスが不十分 文化施設等の公共施設が不十分

子育て環境が良くない 治安が悪い

自然災害の危険性が高い 道路が狭い、管理が不行き届き

住宅に不満 隣近所のつきあいが煩わしい

人が減り、活気が失われている 親族との同居

転勤や転職を考えている その他

（回答数） 
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・転居・転出する場合の候補としては高木町・中須町周辺、市外では福山市内が多く挙げら

れています。 

 

 

・転居・転出に至っていない理由としては、「現在の生活様式が変わること」「現在所有して

いる土地やお墓の管理が難しいから」が多く挙げられています。 

 

  

10

17

2

15

17

22

21

16

0 5 10 15 20 25

府中駅周辺

高木町・中須町周辺

上下駅周辺

府中市内のその他の場所

福山市 新市～駅家駅周辺

福山市 その他地域

その他県内の市町村

県外

転居・転出先候補（n=120）

（回答数）

42

5

29

26

17

19

36

15

5

18

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

現在の生活様式が変わることが不安だから

今よりも家が狭くなるから

手頃な価格の住宅や土地がないから

仕事の関係で離れられないから

知人・友人と疎遠になるから

親や子どもの家から離れてしまうから

現在所有している土地やお墓の管理が難しいから

現在所有している土地や家屋の買い手がなく、売却できないから

住み替え先の探し方がわからないから、相談する相手がいないから

その他

転居・転出に至っていない理由（n=212）

市内 

44 

福山市 

39 

（回答数） 
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④別居家族の状況について 

・別居する子どもの居住地については、市内では「同じ地区内」、市外では「福山市」が多く

挙げられています。 

 

  

35

11

3

19

16

26

4

4

33

51

0 10 20 30 40 50 60

同じ地区内

府中駅周辺

上下駅周辺

市内その他

福山市 新市～駅家駅周辺

福山市 その他地域

世羅町

三次市

市外その他

県外

別居する子どもの居住地（n=202）

市内 

68 

福山市 

42 

（回答数） 
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⑤子育て・教育環境について 

・全体として、「子育てしやすい」「どちらかというとしやすい」のほうが、「子育てしにく

い」「どちらかというとしにくい」より若干多い状況となっています。 

・子育てしにくいと回答した方からは、小児医療の充実や子どもの通学手段等に関わる意見

がありました。 

・子育てしやすいと回答した方からは、親や地域との良好な関係により子育てしやすいと考

える意見がありました。 

 

□子育てしやすい理由・しにくい理由の個別回答例 

年齢 

性別 
住所 子どもの年齢 意見等 

40 代 

女性 

栗柄町 

 

・15～19 歳 【どちらかというと子育てしやすい】 

・地域的には近所の付き合いもあり、特にさみしい感じもなく、

いろいろ聞ける人がいるのでよい。 

30 代 

女性 

栗柄町 

 

 

 

・0～7歳 【子育てしにくい】 

・小児科のみをしている病院がない。市民病院は先生がバラバ

ラなのでかかりつけにはしにくい。 

・子ども用品を売っている店がない。 

40 代 

女性 

 

篠根町 

 

・7～15 歳 

・15～19 歳 

【どちらかというと子育てしやすい】 

・学校環境で生徒の人数もあまり多くないため先生と子供の関

係の距離が近く、また学校と地元の距離も近く、子どもの育

成にあたり保護者や地域の方とコミュニケーションがとり

やすく感じている。 

30 代 

女性 

篠根町 

 

・0～7歳 【どちらかというと子育てしにくい】 

・近所に子どもが少ないので子供同士の関わりが少ない。 

40 代 

女性 

上下町

小堀 

・7～15 歳 【どちらかというとしやすい】 

・親と一緒なので 1人で子育てをしていない為、安心感がある 

・都会に比べ安全と思う。 

30 代 

男性 

上下町

小塚 

・7～15 歳 

・15～19 歳 

【子育てしにくい】 

・学校が遠すぎる。中学校は自転車で帰宅に１時間はかかる。 

 

8

31

21

13

0 5 10 15 20 25 30 35

子育てしやすい

どちらかというとしやすい

どちらかというとしにくい

子育てしにくい

子育てのしやすさ（n=73）

（回答数）

39 

34 



資料編 
 

 

資-117 

⑥交通手段について 

・運転できない家族の買い物等における移動手段は、「家族が運転する車」が多く、外出頻

度については、「週 2～3回」が最も多いものの、「ほぼ毎日」も一定数みられました。 

 

 

  

174

4

4

4

1

7

1

3

2

2

0 50 100 150 200

家族が運転する車

知人が運転する車

電 車

路線バス

施設送迎バス

タクシー

乗合いタクシー

自転車

徒 歩

その他

運転ができない家族の買い物等の交通手段（n=202）

40

67

45

34

7

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ほぼ毎日

週2～3回

週1回程度

月１回程度

年数回

数年に1回

運転ができない家族の買い物等の外出頻度（n=195）

（回答数） 

（回答数） 
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⑦コミュニティ活動について 

・隣近所の助け合い・自治会活動の内容ともに、冠婚葬祭や祭りといったイベントに関連し

た活動が中心となっています。 

・また、声掛けや安否確認、送迎・乗合せといった日常生活での助け合いも一定数見られま

す。 

 

 

  

202

54

13

4

22

2

46

215

25

0 50 100 150 200 250

特にない

定期的な安否確認

買い物の手伝い

家事（料理、掃除、洗濯など）の手伝い

通院などの送迎・乗り合わせ

子どもの一時預かり

庭や農地管理の手伝い

冠婚葬祭の手伝い

その他

隣近所での助け合い（n=583、複数回答）

236

244

210

338

139

286

101

30

21

0 50 100 150 200 250 300 350 400

寄合

集会所、広場等の維持管理

農道や用水路等の維持管理

地域の祭り

消防・防災活動

冠婚葬祭での協力

見守りや声掛けなどの助け合い活動

わからない

その他

自治会活動の内容（n=1605、複数回答）

（回答数） 

（回答数） 
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・他の自治会と共同で行っている取り組みとして、「地域の祭り」「道路や用水水路等の清掃」

「公民館・集会所等の維持管理」が多く挙げられています。 

 

 

・自治会活動における問題として、「参加者の減少、高齢化」「野生動物による農業被害」が

多く挙げられています。 

 

  

92

75

111

115

191

66

2

73

43

78

11

0 50 100 150 200 250

特にない

寄合

公民館・集会所、広場等の維持管理

道路や用水水路等の清掃

地域の祭り

消防・防災活動

地域資源を活用した特産品の開発

冠婚葬祭での協力

見守りや声掛けなどの助け合い活動

わからない

その他

複数自治会の連携（n=857、複数回答）

279

103

37

63

65

147

51

143

194

63

9

0 50 100 150 200 250 300

自治会活動への参加者の減少、高齢化

地域の次世代のリーダーの不在

集会所・公民館の利活用

集会所・公民館の老朽化

農道等の管理が不行き届き

祭り等の地域の行事の継続

消防・防災活動の継続

空き家・耕作放棄地の増加

野生動物による農業被害

わからない

その他

自治会活動の課題（n=1154、複数回答）

（回答数） 

（回答数） 
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⑧公民館・集会所の利用状況について 

・「寄合」「祭等の行事」での利用が多く、利用頻度は「年数回」が多い状況となっています。 

 

 
  

198

57

64

17

4

144

31

118

23

0 50 100 150 200 250

寄合

趣味や教養に関わる活動

（音楽、美術、舞踊、文学、語学など）

健康・スポーツ活動

（健康づくり、体操、スポーツなど）

家庭生活に役立つ活動

（料理教室・編み物教室など）

育児・教育に関する活動

（幼児教育、子育て相談など）

祭等の行事

ボランティア活動

公民館や集会所の清掃・管理

その他

公民館等の利用目的（n=656、複数回答）

1

15

28

84

157

140

21

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

ほぼ毎日

週2～3回

週1回程度

月1回程度

年数回

めったに利用しない

その他

公民館等の利用頻度（n=446）

（回答数） 

（回答数） 
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資-121 

⑨暮らしの満足度について 

・全体として「まあまあ満足している」が多い一方で、若い世代については、他の世代に比

べて「あまり満足していない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

  

17

278

111

34

0 50 100 150 200 250 300

非常に満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

満足していない

暮らしの満足度（n=440）

1

4

10

24

126

119

22

44

40

3

20

9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30代

40～60代

70歳以上

暮らしの満足度（年齢別、n=422）

非常に満足している まあまあ満足している あまり満足していない 満足していない

（回答数） 


